







































































-100kOeの内部磁場｣というのが一つの目安となっている｡ 3)また､ (2), (3)に関して
は､波動関数の異方性の大きいd7軌道に不対スピンが存在する場合や､スピン ･軌道相互作用
の大きい重い遷移金属イオンではかなりの寄与があるが､不対スピンがde軌道に存在する軽い
遷移金属イオンではこれらは比較的小 さく､ (1)の寄与が支配的であることが知 られている｡








































これを簡単な模型で考察 してみよう｡図 1のような仮想的 1次元格子を考える｡超微細相互
作用のハ ミル トニアンとしては､簡単のため異方性を無視 し､最隣接サイ トからのTHIを考慮
した次式を仮定する｡
H=ALj'Sj'Bk!,tj'Sk
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b軸方向に強磁性的に配列 しているため､13)AAFは^ -2Bで与えられる｡これに (13)式のSPln












































































































表2に今までの解析によって得 られたバナジウム酸化物における A,β の値と､β項の総和
(ATHl≡∑nnB) を示す.比較のため､2.3で述べた鋼酸化物YBaCuO6,YBaCuO,, CuOに対
する結果 も示す｡† 特徴的なことは､A項の寄与はいずれも-100kO叫 ｡程度であり､ほぼイオ
ン的な値を保っていることである｡これに対 しTHIの寄与は物質によって大 きく異なるが､鋼
酸化物にもみられるように､ベロフスカイ ト型の物質で大 きいことが分かる｡ベロフスカイ ト
構造の特徴は磁性イオン間が配位子イオンをはさんでほほ直線状 (1800)に結合 していること
であ り､これがTHIを大 きくしている要因の一つと考えられる｡ しか しながら､バナジウム酸
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表2 種々のバナジウム酸化物,銅酸化物における起微細相互作用定数
LaVO3 SrVO3 V203 YBC06a)YBCO7b)cuoa)
A -130.1_ -85 -155 -121 -128.3 -121
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